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『
和

詠
集
』
收
釋
補
訂
（
十
二
）
付
・
菅
野
禮
行
『
和

詠
集
』
譯
質
疑
植
木
久
行
●
二
二
三
番
白
居
易
「

く
れ
に
立
つ
」
「
大
底
四
時
心
惣
、
就
中
腸
斷
是
秋
天
」
○
元
和
九
年
（
八
一
四
）
の
秋
、
作
四
十
三
	、

州
下 か

け
い
縣
義
ぎ
津 し
ん

き
ょ
うに
屬
す
る
金
氏
村
（
四
十
軒
あ
ま
り
の
村
、
稱
「
渭
村
」
。
部
長
安
の
東
北
七
十
キ
ロ
）
で
の
作
（

・
朱
）。
元
和
六
年
四
三
日
、
母
親
が
長
安
で
歿
す
る
と
、
白
居
易
は
た
だ
ち
に
こ
の
金
氏
村
に
居
し
て
喪
に
し
、
元
和
八
年
の
、
三
年
の
喪
を
え
た
。
し
か
し
そ
の
後
一
年
以
上
ぎ
て
も
、
京
官
に
復
歸
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
左
拾
・
翰
林
學
士
在
任
中
の
、
政
治
や
會
に
對
す
る
辛
辣
な
批

が
た
た
り
、
宰
相
李
吉
甫
を
中
心
と
す
る
當
時
の
政
界
事
が
彼
の
復
歸
を
は
ば
ん
で
い
た
ら
し
い （１
）。
一
に
喪
に
し
て
い
た
弟
の
行
は
、
本
詩
の
作
さ
れ
る
直
の
五
、
六
ご
ろ
、
劍
南
東
川
 度
使
盧 ろ
擔 た
ん
の
!僚
と
な
っ
て
金
氏
村
を
去
っ
て
い
る
。
本
詩
は
、
な
か
な
か
復
官
で
き
な
い
不
安
と
焦
躁
の
な
か
で
の
作
。
本
詩
の
"句
に
、
「
#昏
獨
り
立
つ
佛 、
堂 、
の
」
と
あ
る
。
$く
し
て
夫
を
失
い
、
白
家
の
し
い
生
活
の
犧
牲
と
な
っ
て
死
ん
だ
母
親
と
、
下
に
居
し
た
年
に
夭
折
し
た
最
愛
の
一
人
娘
、
金 き
ん鑾 ら
んを
%憶
す
る
悲
し
み
が
、
本
詩
の
底
流
を
な
し
て
い
よ
う
。
渡
邊
信
一
&「
白
居
易
の
慙
愧
'宋
變
革
期
に
お
け
る
農
業
(
)の
發
展
と
下
*官
人
+
（
２
）」
は
、
白
詩
を
踏
ま
え
て
こ
う
い
う
。
「
白
居
易
の
家
は
、
こ
の
金
氏
村
の
南
端
に
あ
っ
た
。
そ
の
門
は
、
渭
水
の
蔡
渡
の
渡
し
場
（
渭
水
の
南
岸
）
に
面
し
、
渭
水
へ
は
一
五
〇
ｍ
ほ
ど
の
,
離
に
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
南
方
や
や
東
よ
り
に
眼
を
轉
ず
れ
ば
、
更
に

山
の
-峰
が
見
わ
た
せ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
門
の
ま
わ
り
に
楡 に
れ・
柳
・
槐
・
桃
・
桑
・
椹 マ
マな
ど
の
木
立
を
配
し
、
そ
の
中
に
.ぶ
き
五
、
六
/
の
家
屋
が
營
ま
れ
て
い
る
。
木
立
に
圍
ま
れ
、
の
ち
に
二
十
/に
0
1
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
144
さ
れ
る
堂
は
、
金
氏
村
に
あ
っ
て
は
、
や
は
り
人
目
を
ひ
く
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
。


句
の
「
佛
堂
」
は
未
詳
。
金
氏
村
の
佛
堂
（
佛
像
を
安
置
す
る
建
物
）
付
を
散
策
し
て
の
作
か
。
書
陵
部
本
『
詠
抄
』
に
は
、
「
	覽
ノ
詩
也
」
と
い
う
。
白
居
易
の
詩
（
「
代
書
詩
一
百
韻
、
寄

之
」
〔
卷
13〕
）
の
原
に
、
「
開
元
（
長
安

の

坊
に
あ
っ
た

）
の
西
北
の
院
は
、
ち
隋
の
時
の
龍
村
の
佛 、
堂 、
な
り
。
古
柏
一
株
有
り
て
、
今
に
至
る
ま
で
存
す
」
と
見
え
る
用
例
も
、
參
考
に
な
ろ
う
。
石
川
忠
久
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
詩
を
よ
む
白
樂
天
（
３
）』
に
は
、
「
あ
る
寺
に
	ん
で
作
っ
た
も
の
」
と
い
う
（
４
）。
ち
な
み
に
、
下
の
白
居
易
宅
に
關
し
て
は
、
『
大
（
嘉
慶
重
修
）
一
統
志
』
卷
二
二
八
、
西
安
府
二
、
古
蹟
の
條
に
、
「
渭
南
縣
の
東
北
に
在
り
。
…
…
『
縣
志
』
に
、
宅
は
故 も
と
の
下
縣
の
東
の
紫
村
に
在
り
。
樂
天
の
南
園
有
り
て
、
宅
の
南
に
在
り
。
金
の
時
に
至
り
て
、
石
氏
の
園
と
爲
る
」
と
い
う
。
文
中
の
紫
村
の
名
は
、
現
在
す
で
に
失
わ
れ
た
。
左
忠
「
白
居
易
故
宅
考
釋
」
（『
文
』
一
九
八
五
年
四
期
）
は
、
渭
河
の
南
や
誌
・
地
志
な
ど
を
總
合
に
考
え
て
、
白
居
易
の
ん
だ
「
渭
村
」
（
金
氏
村
）
の
位
置
を
、
渭
南
市
（
渭
河
の
兩
岸
の
地
を
含
む
）
上
太
村
（
５
）の
西
南
、
圍
一

方
メ
ー
ト
ル
の
範
圍

に
比
定
す
る
。
當
地
は
、
現
在
の
渭
南
市
 の
東
北
!十
二
キ
ロ
、
渭
水
の
北
岸
の
地 （６
）で
あ
る
。
○
〔
大
底
〕
宋
版
『
白
氏
文
集
』
以
下
、「
大
抵
」
に
作
る
が
、
大
底
と
大
抵
は
"用
す
る
。
岡
・
今
井
#『
索
引
』
に
よ
れ
ば
、
大
底
は
二
例
、
大
抵
は
本
例
を
含
め
て
六
例
を
數
え
る
。
宇
野
明
霞
（
も
と
釋
大
典
）
撰
『
詩
語
解
』
卷
下
に
は
、
「
大
抵
・
大
底
、
竝
に
$括
（
ス
ベ
ク
ク
ル
）
な
り
」
と
あ
り
、
宇
野
明
霞
原
撰
・
釋
大
典
刪
補
『
詩
家
推
%』
卷
下
に
、
大
抵
・
大
は
、
と
も
に
「
$括
シ
テ
イ
フ
辭
」
と
あ
る
よ
う
に
、
お
よ
そ
、
&す
る
に
の
意
。
王
'『
詩
詞
曲
語
辭
例
釋
』
（
(訂
本
）
も
、
推
測
を
表
す
"常
の
「
大
)」「
大
!」
と
は
*な
る
、
「
總
之
」
（
&す
る
に
、
つ
ま
り
）
の
用
法
を
指
摘
す
る
。
白
詩
「
桃
杏
を
種
う
」
（
卷
18）
の
、
「
+角
と
天
涯
と
を
論
ず
る
無
く
、
大 、
抵 、
心
安
け
れ
ば
ち
是
れ
家
」
な
ど
は
、
上
句
を
受
け
て
總
括
す
る
大
抵
（
大
底
）
の
用
法
を
よ
く
示
す
例
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
お
お
よ
そ
（
西
村
富
美
子
『
白
樂
天
』
）
、
お
お
む
ね
（
岡
村
『
文
集
』
三
）
、
大
體
に
お
い
て
（
菅
野
禮
行
『
和

詠
集
（
７
）』
）
な
ど
、
,解
さ
れ
や
す
い
口
語
譯
は
-け
て
、
「
お
よ
そ
」
（
川
口
文
庫
本
）
な
ど
と
譯
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
古
訓
「
お
ほ
む
ね
」
「
お
ほ
よ
そ
」
も
、
總
じ
て
、
お
よ
そ
の
意
で
あ
る
。○
〔
四
時
〕
春
.秋
/の
こ
と
。
四
季
・
四
序
と
ほ
ぼ
同
意 （８
）。
○
〔
惣
〕
宋
版
・
0波
本
に
は
「
1」
に
作
る
が
、い
ず
れ
も
「
總
」
『
和

詠
集
』
2收
釋
補
訂
（
十
二
）（
植
木
）
145
と
用
す
る
。
太
田
辰
夫
『
中
國
語
史
文
法 （９
）』
に
は
、
總
を
「
あ
つ
め
る
、
つ
か
ね
る
、
す
べ
る
な
ど
の
意
か
ら
す
べ
て
、
み
な
の
意
に
轉
じ
た
も
の
。
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
は
晉
の
頃
か
ら
見
え
る
」
と
し
て
、
陶
潛
「
子
を
責
む
」
詩
を
引
く
。
ち
な
み
に
、
轉
句
は
本
來
、
「
大
底
●
四
時
○
惣 、
心 、
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
仄
の
關
係
か
ら
惣
●
と
心
○
を
轉
倒
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
四
時
惣 す
べて
」
の
意
。
○
〔
〕
悲
傷
・
愁
の
意
。
深
く
胸
を
ゆ
さ
ぶ
る
意
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
。
國
會
圖
書
本
『
和

詠
	』
に
は
、
「


、
感
也
」
と
し
て
い
う
、
「
四
季
ハ
何
レ
モ
感
多
ケ
レ
ト
モ
、
秋
ハ
、
木

シ
テ
、


必
衰
ノ
色
ヲ
示
ス
故
ニ
、
膓 はら
わタ
ヲ
斷
ト
云
也
」
と
。
○
〔
就
中
〕
訓
は
「
コ
ノ
ウ
チ
」
「
コ
ノ
ナ
カ
」
、
現
在
は
一
般
に
「
ナ
カ
ン
ヅ
ク
」
と
訓
む
。
た
だ
し
『
六
	』
は
「
中
ニ
就
イ
テ
」
と
訓
む
。『
詩
家
推
』
卷
下
に
、「
其
中
ノ
最
ナ
ル
ヲ
イ
フ
語
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
そ
の
中
に
て
最
も
」
（
柿
村
『
考
證
』
）、
「
な
か
で
も
ひ
と
き
わ
」
（
川
口
）
な
ど
の
意
。
王
『
詩
詞
曲
語
辭
例
釋
』
は
、
就
中
の
用
法
を
、
①
範
圍
を
表
す
「
其
中
」
、
②
場
を
表
す
「
其
」
（
そ
こ
、
そ
の
あ
た
り
）、
③
時
を
表
す
「
其
時
」
の
三
つ
に
分
け
て
考
察
す
る
（
10）。
こ
こ
は
、
も
ち
ろ
ん
①
の
用
例
。
よ
り
古
く
は
、
北
の

信
「
春
日
極
飮
」
詩
（
11）に
、
「
就 、
中 、
言
不
醉
、
紅
袖
捧
金
杯
」
と
あ
り
、
代
に
入
っ
て
多
用
さ
れ
た
。
白
詩
の
用
例
は
、
本
詩
を
含
め
て
十
四
例
を
數
え
る
。
そ
の
一
つ
、
「
西
湖
留
別
」
詩
（
卷
23、
後
集
卷
５
）
に
い
う
、
「
處
處
頭
を
廻 め
ぐ
ら
せ
ば
盡
く
戀 し
た
ふ
堪 べ
き
も
、
就
中
別
れ
き
は
是
れ
湖
の
邊 ほ
とり
」
と
。
ち
な
み
に
、
中
の
劉
言
史
「
故
友
于 う
君 く
ん
の
集
を
讀
む
」
詩
に
は
、
「
大 、
底 、
從
頭
總
是
悲
、
就 、
中 、
愴
『

詞
』」
と
あ
っ
て
、
本
詩
と
同
樣
に
、
大
底
と
就
中
が
對
を
な
す
。
○
〔
腸
斷
〕
「
斷
腸
」
と
同
意
。
仄
の
關
係
で
轉
倒
。
白
詩
に
は
、
本
例
を
含
め
て
十
二
例
あ
り
、
「
夜
雨
に
鈴
を
聞
け
ば
腸
斷
の
聲
」
（
「
長
恨
歌
」
）
の
よ
う
に
、
聲
に
關
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、
承
句
の
「
滿
地
の
槐

滿
樹
の
」
を
受
け
て
、
覺
と
聽
覺
の
兩
面
に
わ
た
る
。
中
原
健
二
「
詩
に
お
け
る
斷
腸
 
讀
詞
の
た
め
の
覺
え
書
き
（
12）
」
は
、
斷
腸
の
語
と
季
!と
の
結
び
つ
き
を
檢
討
し
て
、
こ
う
い
う
（
"
#）
六
$詩
以
%の
斷
腸
 
（
腸
斷
を
含
む
）
は
、
秋
と
い
う
季
!の
な
か
で
の
悲
哀
、
そ
れ
も
覊
&
や
別
離
、
死
な
ど
の
嚴
し
い
'況
の
な
か
で
の
悲
哀
を
表
す
言
(で
あ
っ
た
が
、
中
以
後
、
特
に
)
期
に
な
る
と
、
春
と
い
う
*柔
な
感
覺
に
+ま
れ
た
な
か
で
の
憂
愁
や
悲
哀
を
取
り
こ
ん
だ
詩
語
と
な
り
、
數
量
,に
も
春
に
多
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
中
以
-、
特
に
)
期
、
傷
春
・
惜
春
・
惜
と
い
っ
た
、
春
や
そ
の
景
物
に
よ
っ
て
喚
.さ
れ
た
心
/を
斷
腸
 で
表
現
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
た
め
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
春
は
斷
腸
を
喚
.す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
季
!だ
と
い
う
詩
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
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
識
が
立
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
に
、
斷
腸
と
悲
秋
と
い
っ
た
感
を
密
接
に
結
び
つ
け
た
	詩
の
用
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
白
居
易
の
「

立
」
詩
の
そ
れ
が
、
例
外
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
、
と
。
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。
や
は
り
本
詩
に
は
肉
親
の
死
を
悼
す
る
悲
し
み
が
底
流
し
、
そ
れ
ゆ
え
の
例
外
な
用
例
な
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
詩
語
「
斷
腸
」
の
立
に
つ
い
て
は
、
松
浦
友
久
「『
斷
腸
』
考
詩
語
と
歌
語
Ⅲ （
13）」
參
照
。
○
〔
是
〕
語
と
語
を
結
ん
で
、
兩
が
同
じ
、
も
し
く
は
同
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
動
詞
（
同
動
詞
）、
す
な
わ
ち
「
繋
辭
」
（
系
詞
）
と
し
て
の
用
法
で
あ
り
、
「
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
」
と
い
う

斷
句
を
形
す
る
。
○
〔
秋
天
〕
こ
こ
は
白
話
用
法
で
、
單
に
「
秋
」
の
意
。「
秋
の
空
」
（
柿
村
『
考
證
』
、
大
曽
根
な
ど
）
で
は
な
い
。
し
か
も
「
天
」
字
は
韻
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
點
に
も
意
し
た
い
。
一
に
、
「
秋
の
時
」
（
天
は
時
の
意
（
14））
と
す
る
。
松
尾
良
樹
「
	代
の
語
彙
に
お
け
る
文
白
同
（
15）」
は
、
白
話
と
し
て
の
白
詩
の
用
例
を
、
本
例
以
外
に
も
う
一
つ
、
「
嵩
陽
に
て
夜
霓
裳
を
奏
す
」
詩
（
卷
27、
後
集
卷
11）
の
、
「
開
元
の
曲
は
自
ら
凄
涼
、
況
ん
や
秋 、
天 、
に
く
べ
是
れ
な
る
を
や
」
を
指
摘
す
る
（
訓
讀
は
引
用
）。
ま
た
松
尾
論
文
が
指
摘
す
る
白
話
「
春
天
」
の
用
例
、
「


四
時
風
景
好
き
も
、
就
中

ひ
と
へ
に
好
き
は
是
れ
春
天
」
（
「
早
春
蘇
州
を
憶
ひ
て
得
に
寄
す
」
）
は
、
本
詩
の
句
型
・
發
想
と
似
す
る
。
天
が
韻
字
で
あ
る
點
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
原
文
を
あ
げ
て
お
く
。
「

四
時
風
景
好
、
就
中
好
是
春
天
」
（
卷
31、
後
集
卷
12）。
●
二
三
〇
番
白
居
易
「
李
十
一
の
東
亭
に
題
す
」
「
相
思
夕
上
松
臺
立
、
蛬
思
蝉
聲
滿
耳
秋
」
○
元
和
三
年
（
八
〇
八
）
の
秋
、
作
三
十
七
、
長
安
で
の
作
、
左
拾
・
翰
林
學
士
在
任
（
朱
『
箋
校
』）。
一
に
貞
元
十
六
年
（
八
〇
〇
）
～
貞
元
十
七
年
の
作
と
も
さ
れ
る
（
 
!）
が
、
"り
で
あ
ろ
う
。
詩
題
の
「
李
十
一
」
は
、
白
居
易
の
親
友
、
李
建
（
字
は
杓
直
）
を
指
し
、
十
一
は
彼
の
排
行
（
16）（
#父
・
曽
#父
を
同
じ
く
す
る
一
族
$に
お
け
る
、
同
世
代
の
男
た
ち
の
出
生
順
序
）
で
あ
る
。
ま
た
本
詩
の
後
%（
轉
結
句
）
に
、「
惆 ちゆ
う
悵 ちよ
うす
東
亭
風
&の
好
き
を
、
人
今
夜
'
ふ
州 しゆ
うに
在
り
」
と
い
う
。
岑
仲
(「
論
『
白
氏
長
慶
集
』
源
流
并
)東
洋
本
『
白
集
』
（
17）」
（
（
六
）
の
（
丁
）
發
*）
は
、
こ
の
點
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
元
+の
「
	故
中
大
夫
・
,書
刑
部
侍
-・
上
.國
・
隴
西
縣
開
國
男
・
/工
部
,書
李
公
（
建
）
0誌
銘
」
（
冀
1點
校
本
『
元
+集
（
18）』
卷
五
四
）
の
、
會
2
3以
察
防
禦
事
授
路
恕
治
於
'、
恕
4日
就
公
（
李
建
）
『
和
5
6詠
集
』
7收
釋
補
訂
（
十
二
）（
植
木
）
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求
自
貳
、
拜
六
而
後
許
。
詔
賜
五
品
、
供
奉
殿
中
以
貳
焉
。
會
恕
復
取
不
宜
爲

、
公
罷
去
、
歸
爲
殿
中
侍
御
史
。
の
記
事
（
19）と
、
路
恕
が
元
和
三
年
二
、
州
刺
史
・
坊
度
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
（
『
	

書
』
卷
十
四
、
宗
紀
）
と
を
結
び
つ
け
て
、
「
建
の
（
州
）
に
在
り
し
時
、
居
易
は
已 す
でに
翰
林
（
院
）
に
入
れ
り
。
是
れ
今
本
の
第
（
配
列
順
序
）
已
に
亂
る
る
の
一
な
り
」
と
指
摘
し
た
。
朱
金
「
『
白
氏
長
慶
集
』
人
名
箋
證
（
20）」
は
、
こ
の
岑
仲
の
と
同
じ
考
證
を
し
て
、
本
詩
を
元
和
三
年
の
作
と
推
定
す
る
（
朱
『
箋
校
』
も
同
じ
）。
路
恕
の
州
刺
史
・
坊
度
使
の
在
任
期
は
、
元
和
三
年
二
か
ら
元
和
七
年
正
ま
で
の
四
年

（
21）に
お
よ
ぶ
が
、
①
元
の

「
李
公
誌
銘
」
の
記
載
と
、
②
元
和
四
年
の
春
三
、
李
建
が
す
で
に
歸
京
し
て
い
た
こ
と
は
、
白
詩
「
李
十
一
と
同 と
もに
醉
ひ
て
元
九
（
）
を
憶
ふ
」
（
卷
14）
の
存
在
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
こ
と
（
22）、
の
二
點
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
朱
金
の
は
當
で
あ
ろ
う
。
州
は
、
長
安
の
ほ
ぼ
眞
北
二
〇
〇
キ
ロ
の
地
（
現
在
の
陝
西
省
富
縣
）
で
あ
る
。
本
詩
は
、
長
安
の
街
東
、
修
行
坊
に
あ
っ
た
李
建 （
23）（
七
六
四
～
八
二
一
、
白
居
易
よ
り
八
年
長
）
の
邸
宅
（
北
宋
の
宋

求
『
長
安
志
』
卷
八
、
修
行
坊
）
の
、
東
亭
の
壁
に
書
き
題 し
る
し
た
、
い
わ
ゆ
る
題
壁
詩
で
あ
る
。
當
時
、
李
建
は
坊
度
使
路
恕
の
僚
と
し
て
、
州
に
滯
在
し
て
い
た
。
つ
ま
り
本
詩
は
、
當
時
、
新
昌
坊
に
ん
で
い
た
白
居
易
が
、
そ
の
西
南
方
向
、
ほ
ど
い
彼
の
留
守
宅
を
訪
れ
て
の
作
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
白
居
易
・
李
建
雙
方
の
友
人
で
あ
る
元
に
も
、
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
の
春
の
作
（
24）と
さ
れ
る
「
李
十
一
（
建
）
の
修
行
里
の
居
壁
に
題
す
」
詩
が
傳
わ
る
。
な
お
題
壁
詩
に
つ
い
て
は
、
羅
宗
濤
「

人
題
壁
詩
初
探
（
25）」
や
、
承
學
「
論
題
壁
詩 （
26）」
な
ど
參
照
。
○
〔
相
思
〕
相
は
、
動
作
の
對
象
の
存
在
を
示
唆
す
る
接
頭
語
。
從
っ
て
「
相
思
」
と
は
、
親
友
の
李
建
を
な
つ
か
し
む
意
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
思
」
は
動
詞
（
 聲
）、
下
句
「
蛬
思
」
の
思
は
名
詞
（
仄
聲
〔
去
聲
〕）
で
あ
る
。
○
〔
夕
〕
中
國
古
典
語
の
「
夕
」
は
、
夕
方
を
も
含
ん
だ
、
夜
!
體
を
指
す
。
こ
こ
も
夜
景
の
美
し
さ
を
表
す
「
風
好
し
」
の
言
"
（
轉
句
）
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
夜
の
意
と
考
え
て
よ
い
。
○
〔
松
臺
〕
柿
村
『
考
證
』
に
「
東
亭
に
於
け
る
松
の
植
わ
る
臺
」
と
あ
る
が
、
臺
そ
の
も
の
の
意
味
に
は
言
#し
な
い
。
川
口
$は
、
臺
を
「
土
を
方
形
に
高
く
も
り
あ
げ
て
、
四
方
を
見
は
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
も
の
み
の
臺
。
う
て
な
。
そ
こ
に
松
が
植
え
て
あ
っ
た
」
と
し
、
大
曽
根
$や
菅
野
$（
菅
野
禮
行
譯
$『
和
%
&詠
集
』
の
略
稱
。
以
下
、
同
じ
）
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
解
釋
は
、
書
陵
部
本
『
&詠
抄
』
に
、
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
148
「
松
臺
ト
ハ
、
可
レ 然
處
ニ
ハ
、
亭
・
松
亭
・
竹
院
ナ
ン
ト
ト
云
テ
、
松
臺
ト
ハ
、
壇
ヲ
少
シ
ツ
キ
上
テ
、
臺
ナ
ン
ト
ノ
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
、
松
ヲ
植
テ
、
愛
ス
ル
也
」
（『
六
』
も
ほ
ぼ
同
じ
）
と
も
じ
あ
う
。
し
か
し
李
建
の
邸
宅
の
あ
る
修
行
坊
が
、
長
安

で
最
も
地
勢
の
高
い
樂
原
（
	

の
宣
を
祀
る
樂
廟
の
あ
っ
た
昇
坊
の
東
北
隅
を
中
心
と
し
た
高
原
）
の
一
角
を
占
め
る
（
修
行
坊
は
昇
坊
の
南
）
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
こ
の
臺
は
、
土
を
り
あ
げ
て
っ
た
見
ら
し
臺
（
人
工
な
基
壇
）
で
は
な
く
、
自
然
の
ま
ま
の
高
臺
、
言
い
換
え
れ
ば
樂
原
の
一
角
を
形
す
る
、
ら
で
高
い
臺
地
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
こ
の
點
は
、
樂
原
付
が
長
安

の
見
の
名
で
あ
る
點
と
と
も
に
、
す
で
に
	稿
一
五
一
番
（
27）の
條
に
指
摘
し
た
。
こ
の
意
味
で
岡
村
『
白
氏
文
集
』
三
（
竹
村
則
行
執
筆
）
に
、
「
松
が
生
え
た
臺
地
」
と
あ
る
の
が
當
で
あ
ろ
う
。
本
詩
の
七
年
後
（
元
和
十
年
）
に
る
白
詩
「
李
十
一
舍
人
（
建
）
の
松
園
に
て
小 し
よ
う
酎 ちゆ
う
酒 し
ゆ
を
飮
む
…
…
」
（
卷
15）
に
、
「
亂
松
の
園
裏
醉
ひ
て
相
ひ
憶
ふ
（
28）」
と
あ
る
。
こ
の
詩
題
中
の
「
松
園
」
、
お
よ
び
詩
中
の
「
亂
松
の
園
」
は
、
本
詩
の
「
松
臺
」
と
同
じ
場
を
指
す
、
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
○
〔
蛬
思
〕
蛬
は
、
波
本
等
に
「
蛩 き
よ
う」
に
作
る
が
、
兩
字
は
同
意
（
宋
版
は
蛬
）。
晉
の
崔
豹
『
古
今
』
卷
中
、
魚
中
第
五
に
、
「
蟋 し
つ
蟀 し
ゆ
つは
、
一
名
吟 ぎ
ん
蛩 きよ
う、
一
名
蛩
。
秋
初
に
生
じ
、
を
得
う
れ
ば
則
ち
鳴
く
」
と
あ
り
、
『
爾
』
釋
蟲
は
「
蟋
蟀
は
蛬
」
と
い
い
、
そ
の
郭
璞
に
「
今
の
促 そ
く
織 しよ
くな
り
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
中
國
で
は
、
蟋
蟀
・
促
織
・
蛩
・
蛬
は
、
い
ず
れ
も
秋
の
蟲
を
總
稱
し
た
言
、
コ
オ
ロ
ギ
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
古
訓
は
キ
リ
ギ
リ
ス
。
ち
な
み
に
源
順
『
倭
名
聚
抄
』
に
は
、
促 は
た
織 お
り
・
（
め
）
蜻
蜒
こ
お
ろ
ぎ
・
蟋
蟀
き
り
ぎ
り
すを
分
け
て
記
す
が
、
中
國
の
古
典
で
は
三
を
ほ
ぼ
同
一
し
て
、
嚴
密
に
は
 別
し
な
い
（
29）、
と
い
っ
て
よ
い
。
「
蛬
」
は
ま
た
、
朽
ち
た
葦 あ
し
（
の
）
の
變
!し
た
も
の
と
も
意
識
さ
れ
た
（
晉
の
干
寶
『
搜
"記
』
卷
十
二
）。
蛩
思
の
思
は
#聲 、
と
對
を
な
し
て
、
悲
し
げ
な
鳴
き
聲
を
指
す
。
$
代
の
『
趙
志
集
』
に
收
め
る
詩
（
30）（
「
秋
%感
時
寄
裴
&然
」
）
に
も
、
「
天
高
淨
、
鳥
思 、
蟲
吟 、
」
と
あ
り
、
思
と
吟
と
が
對
文
（
互
文
）
同
義
を
な
し
て
、
「
鳥
思
な
き
蟲
吟 ぎ
ん
ず
」
と
訓
む
こ
と
も
で
き
よ
う
。
書
陵
部
本
『
'詠
抄
』
や
『
六
』、『
假
名
』
な
ど
に
、
思
を
「
(」
と
し
、『
抄
』
に
「
モ
ノ
オ
モ
ヘ
ル
コ
ヱ
」
と
い
う
。『
集
』
は
、
や
や
詳
し
く
い
う
、
「
き
り
ぎ
り
す
も
思
ふ
こ
と
あ
り
て
鳴
く
ら
ん
故
に
、
彼
れ
が
鳴
く
聲
を
推
し
て
蛬
思
と
い
ふ
也
（
31）」
と
。
「
思
」
の
こ
う
し
た
特
殊
な
用
例
は
、『
和


'詠
集
』
三
二
八
番
、
「
霜
&枯
れ
な
ん
と
し
て
蟲 、
の 、
思 、
ひ 、
)
ね
ん
ご
ろな
り
、
風
枝
い
ま
だ
定 し
づま
ら
ず
鳥
の
栖 す
む
こ
と
*
か
た
し
」
（
川
口
本
の
訓
み
）
と
見
え
る
「
蟲
の
思
ひ
」
と
『
和


'詠
集
』
收
釋
補
訂
（
十
二
）（
植
木
）
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も
じ
あ
う
。
こ
の
二
句
は
、
白
居
易
の
詩
（
「
答
得
秋
庭
獨
坐
見
」
卷
33。
後
集
卷
14）
の
頷
聯
「
霜
欲
枯
蟲 、
思 、
、
風
枝
未
定
鳥
棲
」
で
あ
り
、
書
陵
部
本
『
詠
抄
』
は
「
蟲
思
」
を
、
「
蟲
ノ
	ハ
、
ア
ハ
レ
ケ
ニ
鳴
ク
也
」
と
し
、
『
假
名

』
も
「
蟲
ノ
	モ
哀
レ
ケ
ニ
鳴
ク
也
」
と
い
う
。
つ
ま
り
「
蟲
思
」
は
、
「
蟲
の
鳴
く
聲
」
（
川
口
・
大
曽
根
譯
）
を
意
味
す
る
。
ま
た
本
詩
の
三
年
に
る
同
じ
白
詩
（
「
首
同
校
正
開
元
、
因
宿
玩
」
卷
５
）
の
「
風
は
し
新

の
影
、
鳥
は
思 、
ふ 、 （
32）殘
の
枝
」
も
同
例
で
あ
り
、
「
鳥
は
思
な
く
」
と
訓
ん
で
も
よ
い
。
と
こ
ろ
で
哀
切
な
鳴
き
聲
を
表
す
「
思
」
は
、
「
鳴
」
や
「
啼
」
の
字
、
あ
る
い
は
「
聲
」
「
	」
の
字
と
は
な
っ
て
、
深
い
哀
愁
を
た
た
え
た
、
陰
影
に
富
む
詩
語
と
い
え
よ
う
。
お
そ
ら
く
悲
傷
・
哀
愁
の
意
味
か
ら
轉
じ
た
、
新
奇
な
引
申
義
で
あ
ろ
う
。
白
居
易
の
詩
「
秋
思
」
（
卷
26、
後
集
卷
11）
に
、
「
雁
思 、
來
天
北
、
砧
愁 、
滿
水
南
」
と
あ
る
。
思
と
愁
は
對
文
同
義
で
、
そ
れ
ぞ
れ
雁
の
鳴
き
聲
と
砧 きぬ
たの
	の
哀
切
さ
を
形
容
し
て
お
り
、
筆
の
推
測
を
裏
づ
け
る
。
ち
な
み
に
上
句
は
、
「
雁
思 な
い
て
天
北
よ
り
來 き
たる
」
と
も
訓
じ
え
よ
う
。
哀
切
な
鳴
き
聲
を
形
容
す
る
「
思
」
の
用
例
は
、
す
で
に
梁
の
文
蕭 しよ
う綱 こ
う「
秋
夜
詩
（
33）」
に
、「
螢
飛
夜

、
蟲
思
夕

」
と
見
え
る
。

は
明
る
い
さ
ま
、

よ
う

よ
うは
蟲
の
鳴
き
聲
を
表
す
擬
	語
。
下
句
は
「
蟲
思 な
い
て
夕 よ
る
に

た
り
」
と
訓
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。
蟲
思
を
に
し
た
「
思
蟲
」
（
悲
し
げ
に
鳴
く
蟲
）
の
語
も
あ
る
（
34）。
梁
の
柳

「
長
門
怨
」
（
『
玉
臺
新
詠
』
卷
５
）
に
、
「
綺 き
簷 え
ん
に
露
溽 うる
ほひ
、

も
う

こ
に
思
蟲
吟 ぎ
んず
」
と
見
え
る
。
た
だ
こ
の
用
例
は
、
下
に
「
吟
ず
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
露
」
の
と
對
を
な
す
た
め
、
「
思
蟲
」
の
思
は
「
悲
」
と
ほ
ぼ
同
意
。
に
い
え
ば
、
「
悲
鳴
」
を
意
味
す
る
思
が
「
悲
」
の
引
申
義
で
あ
る
こ
と
を
再
確
さ
せ
る
用
例
と
も
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
王
維
の
「
鄭
州
に
宿
す
」
詩
に
も
、
「
蟲
思 、
機
杼
鳴
、
雀
喧
禾
黍
熟
」
と
あ
り
、
思
と
喧
と
が
 義
語
を
な
す
。
入
谷
仙
介
『
王
維
（
35）』
は
、
「
蟲 む
し
思 す
だ
き
て
機
き
杼 じ
よ
鳴 な
り
、
雀 す
ず
め
喧 かま
び
すし
く
し
て
禾
か
黍 し
よ
熟 じゆ
くす
」
と
訓
む
が
、
思
の
訓
「
す
だ
ク
」
は
、
特
に

目
さ
れ
て
よ
い
。『
文
!
"
#』
卷
二
九
一
（
宋
版
）
に
、
上
句
を
「
蟲
鳴 、
機
杼
休
」
に
作
る
。
思
を
「
鳴
く
」
に
作
る
文
の
存
在
も
、
こ
う
し
た
一
$の
考
察
を
裏
づ
け
て
い
る
。
%安
生
・
劉
暢
・
楊
永
明
『
王
維
詩
&譯
（
36）』
に
、
上
句
を
「
蟋
蟀
'
、
鳴 、
織
機
聲
(」
と
譯
す
る
が
、
傍
點
部
は
「
悲 、
鳴
」
に
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
○
〔
)聲
〕
こ
の
)は
、
涼
風
の
訪
れ
と
と
も
に
鳴
き
始
め
る
秋
の
)、
い
わ
ゆ
る
*
か
ん
)
せ
ん
・
*
か
ん
蜩 ちよ
う・
*
+を
指
す
。
ひ
ぐ
ら
し
・
つ
く
つ
く
法
師
の
 で
あ
る
。
「
秋
風
の
中
で
、
も
す
が
れ
よ
う
と
す
る
喬
木
の
,
こ
ず
えに
止
ま
り
、
た
だ
露
を
す
す
っ
て
悲
鳴
哀
吟
す
る
」
（
松
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
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原

（
37））
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
俗
に
「
秋
涼
」
と
も
稱
さ
れ
（
38）、
秋
の
寂
寥
感
を
深
め
る
。
本
稿
一
九
四
番
（
39）參
照
。
●
菅
野
禮
行
『
和

詠
集
』
譯
質
疑
昨
年
（
一
九
九
九
年
）
の
十
、
菅 す
が
野 の
禮 ひ
ろ
行 ゆ
き
『
和

詠
集
』
（
小
學
・
新
日
本
古
典
文
學
集
19）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
期
の
川
口
、
大
曽
根
・
堀
	譯
に
續
く
も
の
で
あ
り
、
大
き
な
期
待
を
こ
め
て
讀
み
始
め
た
。
し
か
し
少
な
く
と
も
中
國
古
典
詩
に
對
す
る
そ
の
譯
は
、
筆

の
發
表
し
た
一
の
釋
補
訂
稿
の
そ
れ
と
は
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
本
稿
以
、
こ
の
菅
野
譯
本
も
補
訂
の
對
象
に
加
え
て
檢
討
す
る
が
、
發
表
の
條
は
、
今
回
一
括
し
て
、
そ
の
譯

に
對
す
る
質
疑
を
試
み
て
、
究

の
批
正
を
あ
お
ぎ
た
く
思
う
。
詳
し
い
考
證
は
一
の
拙
稿
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
結
論
の
み
を
書
き
記
し
て
お
き
た
い
（
單
な
る
植
は
除
く
）。
●
九
番
元
「
樂
天
に
寄
す
」
長
慶
四
年
（
八
二
四
）、
作

四
十
六
、
越
州
で
の
作
。
菅
野
本
は
、
白
居
易
の
詩
の
場
合
、
作
年
代
と
作
場
を
記
す
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
以
外
の
詩
人
の
場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
考
證
を
缺
く
。
し
か
し
作
詩
の
年
代
と
場
が
明
瞭
に
わ
か
る
場
合
に
は
、
上
の
ご
と
く
略
に
で
も
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
●
十
番
白
居
易
「
潯
陽
の
春
」「
續
啼
鳥
來
由
」
啼
鳥
は
、
單
に
「
小
鳥
の
鳴
き
聲
」
で
よ
く
、
「
鶯
の
美
し
い
鳴
き
聲
」
に
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
●
十
八
番
白
居
易
「
哥
か
舒 じ
よ
大 だ
い
が
ら
る
る
に
酬
ゆ
」
「
紹
興
本
『
文
集
』
卷
十
三
に
は
題
下
に
『
去
年
哥
舒
翰
ら
八
人
…
…
』
の
自

が
あ
る
」
と
し
て
、
哥
舒
大
は
哥
舒
翰
を
指
す
と
す
る
。
し
か
し
紹
興
本
（
宋
版
）
に
は
翰
の
字
は
な
く
、
哥
舒
大
（
大
は
排
行
第
一
）
の
名
は
、
じ
つ
は
恆
で
あ
る
。
●
十
九
番
劉
禹
錫
「
春
日
懷
ひ
を
書
し
…
…
」
「
絲
繚
亂
碧
羅
天
」
絲
を
「
か
げ
ろ
う
」
の
意
と
し
、「
一
に
、
ク
モ
の
子
が
絲
を
引
い
て
飛
ぶ
の
を
い
う
」
と
指
摘
す
る
が
、
中
國
の
古
典
詩
で
は
、
こ
の
「
一
」
こ
そ
、
ま
ず
第
一
に
あ
げ
る
べ
き
意
味
で
あ
る
。
た
と
え
ば
羅
竹
風

『
語
大
詞
典
』
10に
は
、
「
か
げ
ろ
う
」
の
意
味
を
あ
げ
て
い
な
い
。
●
四
五
番
元
「
襄
陽
樓
に
り
て
府
の
嚴
司
空
に
上
す
…
…
」
詩
題
を
「
上
府
嚴
司
空
に
す
」
と
訓
む
の
は
り
。
「
府
」
と
は
代
、
度
使
や
 察
使
を
指
す
言
!。
ま
た
「
上
」
で
一
つ
の
熟
語
（
文
）
を
な
し
、
「
上
府
」
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
嚴
司
空
と
は
、
嚴
綬
を
指
す
。
上
句
「
拂
水
柳
"千
#點
」
は
、
「
$春
の
心
」
（
菅
野
）
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
柳
"は
白
い
柳
絮
を
指
す
。
從
っ
て
「
柳
の
"。
春
に
%色
い
穗
の
形
を
し
て
!の
&に
出
る
」
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
注
釈
補
訂
（
十
二
）（
植
木
）
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す
る
の
は
、
春
の
柳
絮
を
早
春
の
色
い
柳
と
混
同
し
た
り
で
あ
る
。
に
引
く
白
詩
に
「
春
風
を
ね
逐
ひ
て
柳
を
捉
へ
ん
」
と
あ
る
の
も
、
柳
絮
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
柳
絮
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
動
で
あ
る
。
こ
こ
も
「
水
面
に
低
く
垂
れ
て
い
る
柳
の
枝
は
數
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
を
つ
け
て
い
る
」
	景
で
は
な
く
、
「
無
數
の
白
い
柳
絮
が
水
面
を
か
す
め
飛
ぶ
」
動
な
風
景
の

寫
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
柳
●

○
と
柳
●
絮
●
は
、
仄
の
關
係
か
ら
し
ば
し
ば
混
用
さ
れ
る
。
●
五
一
番
白
居
易
「
皇
甫
客
に
酬
ゆ
」
皇
甫
客
は
「
皇
甫

し
ょ
く」
で
は
な
く
、
皇
甫

よ
う
を
指
そ
う
。
ま
た
「
亭
我
醉
殘
春
」
の
亭
は
、
「
の
い
て
い
る
あ
ず
ま
や
。
…
…
庭
園
に
あ
る
休
憩
の
た
め
の
小
さ
な
家
」
で
は
な
く
、
對
を
な
す
「
竹
院
」
を
「
竹
を
栽
え
て
あ
る
屋
」
と
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
の
く
白
居
易
の
履
里
の
自
宅
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
。
後
出
の
一
六
八
番
も
參
照
。
ま
た
「
殘
春
」
を
「
殘
り
少
な
い
春
の
日
」
と
譯
す
の
は
不
切
。
あ
る
種
の
痛
ま
し
さ
を
こ
め
つ
つ
、「
衰
殘
す
る
春
、
く
ず
れ
ゆ
く
春
」
と
譯
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
七
五
番
の
「
殘
」
も
、
「
散
り
殘
っ
た
」
と
譯
す
が
、
こ
れ
も
「
り
を
す
ぎ
て
生
氣
を
失
い
、
傷
み
し
お
れ
た
」
を
意
味
す
る
。
●
七
五
番
白
居
易
「
早
春
蘇
州
を
憶
ひ
て
…
…
」
「
霞
光
後
殷
於 、
火
、
色
來
嬾
似 、
」
於
と
似
が
對
文
（
互
文
）
同
義
を
な
す
こ
と
、
一
〇
四
番
の
「
巫
女
廟
紅
似 、
粉
、
昭
君
村
柳
於 、
眉
」
と
同
例
で
あ
る
。
後
の
「
紅
似
粉
」
を
「
粉 べ
に
よ
り
も
紅
く
れ
な
ゐな
り
」
と
訓
む
以
上
、
本
例
も
「
嬾 もの
うう
し
て

け
ぶ
りに
似
た
り
」
で
は
な
く
、
「
よ
り
も
嫩 わ
か
し
」
（
川
口
本
）
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
比
較
を
表
す
「
似
」
は
、
白
話
用
法
で
あ
る
。
な
お
嬾
の
字
は
「
嫩
」
に
も
作
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、
「
嬾
」
（
も
の
う
し
）
と
「
嫩
」
（
わ
か
し
）
と
は
別
字
な
の
で
、
い
ま
底
本
に
從
い
、
訓
み
は
岩
波
文
庫
本
に
據
る
。
た
だ
し
『
集
註
』
に
「
嬾
」
を
「
も
の
う
く
し
て
」
と
訓
む
も
「
わ
か
き
を
い
ふ
也
」
と
す
る
の
は
不
審
。
と
べ
、
下
句
を
「
雨
後
の

が
も
や
も
や
と
し
て
、
け
だ
る
げ
な
の
を
い
う
」
と
明
す
る
。
し
か
し
代
の
寫
本
で
は
、
嫩
を
嬾
と
混
用
す
る
。
こ
の
現
象
は
、
日
本
で
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
中
澤
希
男
「
冠
註
文
筆
眼
心
抄
補
正
（
40）」
に
は
、
嫩
を
嬾
に
る
例
を
二
つ
指
摘
す
る
（
41）。
つ
ま
り
こ
の
場
合
、
嬾
の
字
は
明
ら
か
に
「
嫩
」
の
り
で
あ
り
、
「
け
だ
る
け
な
」
樣
子
で
は
な
く
、
 え
で
た
淺
色
の

が
一
面
に
う
ち
け
む
っ
て
、

も
やよ
り
も
や
わ
ら
か
で
淡
い
こ
と
を
い
う
。
●
八
一
番
錢
!「
闕
下
の
裴
舍
人
に
"る
」「
長
樂
鐘
聲
外
盡
、
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
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龍
池
柳
色
雨
中
深
」
長
樂
は
「
、
高
七
年
（
二
〇
〇
）
二
、
長
安
に
し
て
建
て
た
宮
殿
（
史
記
・
高
本
紀
）」
と
す
る
が
、
じ
つ
は
秦
の
離
宮
「
興
樂
宮
」
を
改
し
て
長
樂
宮
と
命
名
し
た
も
の
。
本
例
は
「
借
り
て
宮
を
喩
」
え
た
用
例
で
あ
り
、
菅
野
は
こ
の
指
摘
を
缺
く
。
ま
た
龍
池
は
、
確
か
に
玄
宗
が
	ん
だ
興
慶
宮

の
そ
れ
と
考
え
て
よ
い
が
、
「
長
樂
」
と
對
を
な
す
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
想
を
い
つ
つ
も
、
や
は
り
宮
中
の
池
を
廣
く
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
●
八
七
番
白
居
易
「
春
至
る
」
「

新
柳
出
墻
」

を
「

の
も
え
出
た
」
と
す
る
の
は
不
切
。
早
春
、
穗
形
の

色
い
に
つ
つ
ま
れ
た
柳
の

こ
ず
えを
指
す
。

の
四
五
番
參
照
。
●
一
〇
二
番
白
居
易
「
天
宮
閣
の
早
春
」
「
墻
柳
誰
家
曝
塵
」
塵
を
「
の
か
び
。
ま
た
、
そ
の

色
」
と
す
る
の
も
、
や
や
不
切
。
日
本
の
の
色
は
コ
ウ
ジ
カ
ビ
に
よ
る

色
を
す
る
が
、
中
國
の
そ
れ
は
ケ
カ
ビ
に
よ
る
色
で
あ
る
（
篠
田
統
の
）。
●
一
〇
五
番
白
居
易
「
峽
中
の
石
上
に
題
す
」
「
知
老
去
風

少
、
見
此
爭
無
一
句
詩
」
二
句
は
「
巫
女
廟
紅
似
粉
、
昭
君
村
柳
於
眉
」
を
受
け
た
表
現
で
あ
り
、
風
は
「
風
流
を
感
じ
る
心
」
で
は
不
充
分
。
筆
の
稿
「
も
の
ご
と
に
對
す
る
感
動
・
關
心
・
興
味
な
ど
」
も
、
同
じ
く
不
充
分
で
あ
り
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
「
こ
こ
で
は
、
特
に
女
性
に
對
す
る
そ
れ
を
指
す
」
の
言
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。
こ
の
點
、
高
木
正
一
『
白
居
易
』
下
の
「
う
わ
き
心
」
、
岡
村
 『
白
氏
文
集
』
三
（
竹
村
則
行
執
筆
）
に
「
色
氣
、
當
時
の
俗
語
」
と
す
る
の
が
!當
で
あ
ろ
う
。
●
一
一
四
番
白
居
易
「
早
春
張
"客
を
招
く
」
「
光
#
#火
燒
春
」
#
え
ん
#
え
ん
（
$
$と
同
意
）
を
「
燃
え
始
め
た
火
が
%々
と
廣
が
る
さ
ま
。
…
…
&
、
火
が
'ん
に
燃
え
る
さ
ま
と
解
す
る
が
、
從
わ
な
い
」
と
す
る
。
確
か
に
#
#に
は
「
火
(初
)貌
」
（
『
語
大
詞
典
』
七
）
の
意
味
も
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
「
火
#熾
烈
貌
」
（
同
上
書
）
を
も
意
味
す
る
。
白
詩
「
*
」
の
「
桃
飄
り
て
火
$
$」
、
同
「
風
は
火
#を
+
ひ
る
がへ
し
て
人
を
燒
か
ん
と
欲
す
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
紅 あ
かい
の
燃
え
た
つ
さ
ま
を
、
'ん
に
燃
え
る
$
ほ
の
おに
た
と
え
た
も
の
で
あ
り
、
,
の
ほ
う
が
よ
い
。
ま
た
「
桃
や
李 すも
もの
が
%々
と
-き
亂
れ
て
…
…
」
と
譯
す
る
が
、
李
は
白
い
で
あ
り
、
や
や
不
意
。
な
お
詩
題
の
張
"客
の
名
、
仲
方
も
記
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
●
一
二
七
番
白
居
易
「
春
來 き
たり
て
.り
に
李
二 マ
マ
"客
と
郭
外
に
同
/す
…
…
」
「
『
佳
句
』
/放
部
・
春
/に
『
白
春
來
た
つ
て
李 、
郭 、
外 、
と
同
/す
』
と
し
て
出
」
と
す
る
（
原
文
は「
春
來
與
李
郭
外
同
/」）。
し
か
し
傍
點
部
は
「
李
と
郭
外
に
」
の
0り
。
郭
外
と
は
洛
陽
外
を
指
す
。
ち
な
み
に
、
嘉
1本
「
李
二 、
十 、
二 、
"客
」
と
『
文
集
』
「
李
二 、
"客
」
の
2同
を
記
し
な
が
ら
、
單
に
「『
李
二
』
の
『
二
』
は
排
行
」
『
和

3詠
集
』
4收
釋
補
訂
（
十
二
）（
植
木
）
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と
の
み
記
す
の
も
不
親
切
。
『
文
集
』
の
「
李
二
客
」
は
「
李
廿 、
二
客
（
42）」
の
奪
文
で
、
李
仍
叔
を
指
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
●
一
三
三
番
白
居
易
「
元
員
外
の
三
三
十
日
…
…
」
元
員
外
（
元
八
）
を
、
柿
村
『
考
證
』
の
に
從
っ
て
「
元
九
」
（
元
）
を
指
す
と
す
る
が
、
從
い
が
た
い
。
同
じ
年
に
る
白
詩
「
書
に
代
ふ
」
に
「
金
部
元
八
員
外
」
と
見
え
る
人
物
、
金
部
員
外
の
元
宗
を
指
す
（
朱
『
箋
校
』）。
丸
山
	「
白
氏
交



元
宗

（
補
１
）」
も
參
照
。
●
一
三
七
番
白
居
易
「
元
十
八
の
溪
居
に
題
す
」
「
秋
初
結
白

」
秋
を
「
秋
に
く
」
と
す
る
の
は
り
。
こ
の
は
「

」
（

後
の
、
の
實
を
含
む
蜂
の

の
外

う
て
な
〔
托
〕
、
轉
じ
て
の
實
（
補
２
））
を
意
味
し
、
決
し
て
「
ハ
ナ
ブ
サ
」
の
意
味
で
は
な
い
。
從
っ
て
そ
の
譯
「
秋
の
で
あ
る
白
い

れ
ん

げ
の
」
云
々
も
り
。
の

は
、
色
の
紅
白
に
關
係
な
く
、
一
般
に
に
く
水
と
見
な
さ
れ
る
。
●
一
四
四
番
白
居
易
「
早

曉
に
興 お
き
…
…
」
「
背
壁
燈
殘
經
宿
」
「
背
壁
燈
」
を
「
壁
に
背
を
向
け
室
を
明
る
く
す
る
よ
う
に
し
た
燈
。
『
背
燭
』
の
對
」
と
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
う
す
ぼ
ん
や
り
し
た
あ
か
り
の
中
で
寢
に
つ
く
、
中

期
の
爛
熟
し
た
市
文
（
村
上
哲
見
の
、
本
詩
は
洛
陽
で
の
作
）
を
考
え
る
と
、
理
解
し
が
た
い
。
 す
る
に
こ
の
場
合
も
、
!燈
の
光
を
壁
の
方
に
向
け
て
暗
く
す
る
、
も
し
く
は
"燈
を
壁
の
背
後
に
移
し
て
ほ
の
暗
く
す
る
、
の
ど
ち
ら
か
に
解
釋
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
拙
稿
二
七
番
も
參
照
。
●
一
四
七
番
白
居
易
「
薔
薇
正
に
開
き
…
…
」
「
甕
頭
竹
#經
春
熟
、
階
底
薔
薇
入
開
」
「
甕
頭
」
を
「
初
め
て
熟
し
た
酒
の
名
」
と
し
、
古
來
の
訓
み
「
甕 も
た
ひの
頭 ほ
と
りの
竹
#は
…
…
」
を
「
甕 を
う頭 と
う
竹
#…
…
」
に
改
め
て
、
「
甕
頭
と
か
竹
#な
ど
と
い
わ
れ
る
酒
が
、
…
…
」
と
譯
す
。
し
か
し
「
甕
頭
竹
#」
は
、
對
を
な
す
「
階
底
の
薔
薇
」
と
關
$
さ
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
新
に
は
從
い
が
た
い
。
甕
頭
に
は
確
か
に
「
初
め
て
熟
せ
し
酒
」
の
意
味
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
第
二
義
に
す
ぎ
ず
、
「
甕 か
め
の
頭 な
か
の
竹
#（
酒
）」
を
意
味
す
る
こ
と
は
搖
る
が
な
い
。
●
一
五
一
番
白
居
易
「
七
言
十
二
句
…
…
」「
照
松
時
臺
上
行
」
こ
の
臺
は
「
高
殿
」
で
は
な
く
、
當
時
、
白
居
易
が
%ん
で
い
た
新
昌
坊
の
高
臺
、
い
い
か
え
れ
ば
新
昌
坊
の
自
宅
が
長
安
&
で
最
も
地
勢
の
高
い
樂

原
の
一
角
を
占
め
た
た
め
の
、
'ら
で
高
い
臺
地
の
意
味
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
●
一
五
九
番
白
居
易
「
池
上
に
涼
を
逐
ふ
」
「
開
元
年
（
八
三
六
）、
六
十
五
(、
洛
陽
で
の
作
。
當
時
作
)は
龍
門
山
の
東
に
あ
る
香 こ
う山 ざ
んの
麓
に
%居
を
定
め
、
閑
靜
な
生
活
を
*っ
て
い
た
」
と
あ
り
、
洛
陽
の
南
部
、
龍
門
で
の
作
と
考
え
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
詩
も
、
洛
陽
&
の
履
+里
の
自
宅
で
の
作
で
あ
ろ
う
。
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●
一
六
一
番
白
居
易
「
熱
き
に
し
ん
で
…
…
」
「
但
能
心
靜

身
涼
」
「
た
だ
禪
師
の
心
が
悟
り
を
開
い
て
靜
か
で
あ
る
の
で
…
…
」
と
譯
す
が
、
「
但
…
」
は
ほ
ぼ
現
代
中
國
語
の
「
只
…
就
」
と
對
應
す
る
表
現
で
あ
り
、
「
も
し
も
雜
念
を
な
く
し
て
心
を
靜
に
保
つ
こ
と
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
」
の
意
。
い
い
か
え
れ
ば
本
句
は
、
猛
を
よ
そ
に
然
と
座
禪
す
る
禪
師
に
對
す
る
直
接
の
賞
讃
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
、
よ
り
普

な
眞
理
を
	く
一
種
の
悟

詩
表
現
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
上
句
「
不
是
禪
無
熱
到
」
の
不
是
は
、
『
文
集
』
に
は
「
可
是
」
に
作
る
。
こ
の
文
を
指
摘
す
る
以
上
、
そ
の
「
可
」
は
「
豈
」
（
疑
問
〔
推
測
〕
・
反
語
）
を
意
味
す
る
俗
語
用
法
で
あ
る
こ
と
も
、
當
然
觸
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
●
一
六
八
番
白
居
易
「
楊
書
の
『
相
を
罷
め
し
後
、
日
永
安
の
水
亭
に
び
、
ね
て
本
曹
の
楊
侍
を
招
い
て
同 と
もに
行
く
』
に
和
す
」
「
『
文
集
』
の
題
に
よ
れ
ば
、
楊
書
の
庭
園
の
水
亭
に

ん
だ
時
の
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
が
、
從
い
が
た
い
。
本
詩
は
洛
陽
で
の
作
で
あ
る
が
、
詩
題
中
の
「
永
安
の
水
亭
」
と
は
、
長
安

の
西
南
部
、
永
安
坊
に
あ
っ
た
楊
嗣
復
の
別
邸
・
別
を
指
す
。
つ
ま
り
本
詩
は
、
吏
部
書
楊
嗣
復
の
詩
に
唱
和
し
た
作
品
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
と
き
彼
の
別
邸
に
直
接
ん
で
の
作
で
は
な
い
。
な
お
「
庭
園
の
水
亭
」
と
い
う
表
現
も
不
切
。
こ
の
亭
は
、
園
亭
に
わ
を
そ
な
え
た
亭

や
か
た・
別
邸
を
意
味
す
る
廣
義
の
用
法
で
あ
る
。
ま
た
楊
侍
は
白
居
易
の
妻
の
兄
、
楊
汝
士
を
指
す
。
最
低
限
の
人
名
の
記
は
、
や
は
り
必
で
あ
ろ
う
。
●
一
七
一
番
白
居
易
「
西
湖
よ
り

く
れに
歸
り
て
…
…
」
「
錢
塘
湖
（
西
湖
）
か
ら
夕
方
に
歸
っ
て
き
て
そ
の
邊
り
に
あ
る
孤
山
寺
を


し
た
時
の
景
を
歌
っ
た
も
の
」
と
す
る
が
、
不
切
。
本
詩
は
、
錢
塘
湖
（
西
湖
）
中
の
孤
山
寺
（
湖
中
の
西
北
部
に
そ
び
え
た
つ
島
「
孤
山
」
に
あ
る
永
寺
の
稱
）
の
法
會
？
に
參
加
し
て
（
あ
る
い
は
單
に
孤
山
寺
に
ん
で
）、
夕
れ
に
歸
る
 中
の
景
を
歌
っ
た
作
品
で
あ
る
。
●
一
七
六
番
白
居
易
「
階
下
の
!」
「
"展
影
#當
砌
$」
砌
を
「
建
物
に
上
る
階
段
下
の
石
疊
」
と
す
る
が
、
こ
の
砌
は
石
段
・
石
階
の
意
で
、
「
階
」
の
%義
語
。
た
だ
し
階
は
聲
、
砌
は
仄
聲
で
あ
る
。
●
一
八
二
番
許
渾
「
楞 り
よ
う伽
が寺 じ
よ
り
、
晨 あし
たに
&き
て
舟
を
汎 う
か
べ
…
…
」
「
一
聲
山
鳥
'雲
外
、
(點
水
螢
秋
)中
」
「

の
曉
の
風
*を
う
た
っ
た
も
の
。

の
早
+に
は
す
で
に
秋
の
氣
配
が
漂
う
の
で
『
秋
)』
と
表
現
し
て
い
る
」
と
,べ
る
が
、
こ
れ
は
『
和
-
.詠
集
』
の
分
%（
の
部
）
に
あ
わ
せ
た
曲
解
で
あ
ろ
う
。
本
詩
は
秋
の
作
で
あ
り
、
『
千
載
佳
句
』
も
早
秋
の
項
に
收
め
る
。
中
國
の
古
典
詩
で
は
、
螢
は
秋
の
夜
の
風
物
と
し
て
歌
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
「
秋
)」
『
和
-
.詠
集
』
/收
釋
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と
も
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
上
句
「
山
鳥
」
を
、「
こ
こ
で
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
す
る
が
、
不
切
。
中
國
の
杜
鵑
ほ
と
と
ぎ
すは
、
お
お
む
ね
春
の
鳥
と
し
て
表
現
さ
れ
、
本
詩
の
山
鳥
は
、
單
な
る
「
山
の
鳥
」
に
す
ぎ
な
い
。
お
そ
ら
く


の
原
公
任
は
、
こ
の
差
を
充
分
知
り
つ
つ
も
、
「
和
の
詩
歌
の
竝
列
」
と
い
う
基
本
原
則
を
守
る
た
め
に
、
和
歌
の
郭
公
ほ
と
と
ぎ
すの
イ
メ
ー
ジ
に
あ
う
佳
句
（
山
ほ
と
と
ぎ
す
の
語
も
あ
る
）
を
、
あ
え
て
	ん
だ
の
で
あ
ろ
う
（
奧
村
郁
子
の

）。
從
っ
て
こ
の
條
は
、
「
本
來
、
山
の
鳥
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
に
見
立
て
て
	び
と
っ
た
も
の
」
な
ど
と

明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
詩
題
の
楞
伽
寺
が
蘇
州
の
名
刹
で
あ
る
こ
と
も
、
記
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
た
と
え
「
幽
居
を
發
し
て
將
に
同
志
（
友
人
の
意
。
引
用

）
を
ね
ん
と
す
」
（
嘉
本
）
の
詩
題
に
從
っ
て
も
、
二
句
は
の
中
で
の
見
聞
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
「
一
聲
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
を
求
め
て
は
、
夜
が
明
け
る
こ
ろ
の
雲
の
彼
方
か
な
たに
ね
ゆ
く
。
た
く
さ
ん
飛
び
交
う
水
邊
の
螢
を
求
め
て
は
、
秋
の
む
ら
を
分
け
て
ゆ
く
」
と
譯
す
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
●
一
八
六
番
元
「
夜
坐
す
」
「
螢
火
亂
飛
秋
已
、
辰
星
早

夜
初
長
」
辰
星
を
「
水
星
（
柿
村

）」
と
し
、
柿
村
『
考
證
』
の

を
長
々
と
引
く
が
、
り
。
こ
の
辰
星
は
、
の
代
表
な
星
座
の
一
つ
、
蝎 さそ
り座
の
な
か
の
、
ひ
と
き
わ
紅
く
光
る
一
等
星
「
ア
ン
タ
レ
ス
」、
語
で
は
「
火
・
大
火
」
の
別
稱
で
あ
る
。
の
南
の
夕
空
に
高
く
輝
い
て
い
た
大
き
な
紅
い
星
「
大
火
ア
ン
タ
レ
ス
」
の
位
置
が
、
秋
が
づ
く
に
つ
れ
て
移
動
し
、
西
の
空
に
低
く
垂
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
眠
れ
ぬ
と
き
な
ど
に
は
、
早
々
と
沈
ん
で
見
え
な
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
島
久
雄
『
孔
子
の
見
た
星
座
古
典
詩
文
の
星
を
讀
む
（
43）』
も
、
筆
と
同
じ
「
大
火
」

を
り
、
「
水
星
」

に
對
し
て
、
こ
う
批
す
る
、
「
水
星
と
い
え
ば
、
惑
星
で
あ
る
。
そ
の
動
は
、
季
と
あ
ま
り
か
か
わ
り
が
な
い
。
そ
の
上
、
水
星
と
い
う
惑
星
は
、
太
陽
に
最
も
い
惑
星
で
、
東
西
の
空
に
出
す
る
が
、
高
度
が
低
く
、
見
え
る
期
は
あ
ま
り
な
い
」
と
。
す
る
に
下
句
は
、
『
詩
經
』

ひ
ん
風 ぷ
う
「
七
」
詩
以
來
の
、
西
空
に
低
く
輝
く
「
大
火
」
の
位
置
に
よ
っ
て
秋
の
到
來
を
知
る
、
と
い
う
傳
統
な
發
想
に
も
と
づ
い
た
表
現
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。●
一
八
七
番
許
渾
「
常
州
に
て
楊
給
事
に
留
與
す
」
「『
佳
句
』
四
時
部
・
秋
興
『
許
渾
陽
給
事
に
上 たて
ま
つる
』」
と
す
る
以
上
、
陽
は
楊
字
の
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
楊
給
事
が
門
下
省
給
事
中
か
ら
常
州
刺
史
に
轉
出
し
た
楊 よ
う

ぐ
卿 け
いを
指
す
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
本
詩
が
大
和
七
～
八
年
（
八
三
三
四
）
の
作
で
あ
る
こ
と
も
明
白
に
な
る
。
特
に
こ
の
二
句
が
 句
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
考
證
も
時
に
は
試
み
て
、
釋
を
一
!
"
#さ
せ
る
べ
き
で
中
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あ
ろ
う
。
●
一
九
二
番
白
居
易
「
驪
宮
高
し
」
「
玉
甃
兮
泉
溢
」
玉
甃
を
「
玉
を
き
詰
め
た
石
だ
た
み
」
と
し
、
「

宮
の
玉
の
石
疊
」
と
譯
す
る
が
、
や
や
不
切
。
こ
こ
は
、
浴
池
ゆ
ど
のの
壁
面
の
タ
イ
ル
の
	を
い
う
。
●
一
九
三
番
李
嘉

？
「
泥
店
を
發
し
て
長
安 マ
マ縣
に
至
り
、
西
の
か
た
江
を
渡
る
」
こ
の
條
も
句
で
あ
る
が
、
菅
野
本
は
種
々
傳
わ
る
詩
題
を
單
に
列
す
る
だ
け
で
、
字
等
に
對
す
る
言
を
缺
く
。
泥
店
は
涯
店
・

店
に
も
作
る
が
、
泥
店
が
正
し
い
。
そ
れ
は
、
長
安
付
か
ら
中
や
蜀
へ
と
向
か
う
、
秦
嶺
山
越
え
の

な
驛

ル
ー
ト上
に
置
か
れ
た
泥
驛
の
邸
店
は
た
ごを
指
し
、
長
安
縣
は
長

、
縣
の
り
で
あ
る
（
嚴

の
）。
こ
の
興
州
長
縣
に
は
、
雲
雨
が
多
い
た
め
に

く
ろ
い
泥
の
嶺 み
ね
と
名
づ
け
ら
れ
た
「
泥
嶺
」
（
秦
嶺
山
中
の
一
峰
）
が
あ
っ
た
。
上
句
「
千
峰
鳥
路
含
雨
」
は
、
こ
う
し
た
特

な
風
土
そ
そ
り
た
つ
峰
々
の
險
し
い
山
は
、

つ
雨 ゆ
ど
き
の
り
や
ま
ぬ
雨
水
を
た
っ
ぷ
り
い
こ
ん
で
、
一
面
に
ぬ
か
る
ん
で
き
に
く
い
こ
と
を
詠
み
、
「
多
く
の
峰
々
の
鳥
の
 い
路
は
雨
を
含
ん
だ
雲
に
一
面
に
阻
ま
れ
」
の
意
味
で
は
な
か
ろ
う
。
本
句
の
「
鳥
路
」
は
、
單
に
「
鳥
の
 い
路
」
と
譯
し
た
だ
け
で
は
、
意
味
が
明
瞭
で
は
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
鳥
路
は
、
わ
ず
か
に
鳥
だ
け
が
 
!で
き
る
よ
う
な
、
細
く
險
し
い
山
を
誇
張
し
た
言
"で
あ
る
。
菅
原
本
を
含
め
た
從
來
の
解
釋
は
、
泥
店
の
位
置
と
、
そ
の
名
稱
の
由
來
（

ぬ
か
泥 る
み
）
が
未
詳
で
あ
っ
た
た
め
に
、
切
な
譯
に
到
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
險
峻
な
蜀
の
#中
に
あ
っ
て
、
「
懸
崖
$仞
、
山
に
は
雲
雨
多
く
、
行
く
%
&
し
ば
しば
泥 ぬ
か
'
る
み
に
逢
ふ
」
（
『
元
和
郡
縣
圖
志
』
）
と
い
う
泥
嶺
の
特
色
を
詠
み
こ
ん
だ
句
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
●
一
九
九
番
白
居
易
「
白
(
)」「
引
秋
生
手
裏
、
*
+入
懷
中
」
「
秋
と
も
な
る
と
、
)は
い
ち
は
や
く
涼
し
い
風
を
手
の
中
に
生
ぜ
し
め
て
、
圓
い
+に
似
た
)は
、
人
の
懷
の
中
に
し
ま
い
こ
ま
れ
る
」
と
い
う
譯
は
、
疑
問
。
こ
の
二
句
は
、
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
不
に
な
る
)の
,命
を
歌
う
も
の
で
は
な
く
、
秋
の
涼
し
さ
を
生
み
、
懷
の
中
に
も
收
め
ら
れ
る
白
(
)の
長
-や
特
.を
歌
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
從
來
の
 
の
ほ
う
が
ま
さ
る
。
●
二
〇
四
番
白
居
易
「
立
秋
の
日
樂
/園
に
登
る
」
「
蕭
颯
涼
風
與
悴
鬢
」
蕭
颯
を
「
も
の
寂
し
い
秋
風
の
形
容
」
と
す
る
が
、
本
詩
の
蕭
颯
は
、
涼
風
だ
け
で
な
く
、
衰
鬢
を
も
形
容
す
る
言
"で
あ
ろ
う
。
ま
た
悴
鬢
を
「
や
つ
れ
衰
え
た
鬢
の
毛
。
『
衰
鬢
』
に
同
じ
」
と
す
る
が
、
疑
問
。「
悴
容
」「
悴
顏
」
な
ど
と
は
い
う
が
、
悴
鬢
の
用
例
は
未
見
。
本
來
の
衰
○
鬢
●
を
「
悴
●
鬢
●
」
に
改
變
し
た
背
景
に
は
、
0
1律
（
2仄
）
の
問
題
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
『
和

3詠
集
』
-收
釋
補
訂
（
十
二
）（
植
木
）
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●
二
〇
九
番
白
居
易
「
祕
書
の
後
廳
」
「
作
は
こ
の
時
（
大
和
元
年
、
五
十
六
）、
洛
陽
に
あ
っ
て
祕
書
監
の
職
に
あ
っ
た
」
と
す
る
の
は
、
單
純
な
り
。
こ
の
時
、
白
居
易
は
長
安
に
召
さ
れ
て
祕
書
監
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
●
二
一
二
番
白
居
易
「
七
夕
」
「
憶
得
少
年
長
乞
巧
、
竹
竿
頭
上
願
絲
多
」
乞
巧
を
「
陰
七
七
日
の
夜
、
子
供
た
ち
が
牽
牛
・
織
女
の
二
星
を
祭
り
、
文
筆
や
裁
	の
上

を
る
行
事
（
荊
楚
時
記
）」
と
す
る
が
、
不
正
確
。
文
筆
上

の
こ
と
は
、
『
荊
楚
時
記
』
の
な
か
に
は
見
え
な
い
。
乞
巧
は
本
來
、
女
性
た
ち
の
祭
り
で
あ
っ
た
が
、
代
の
ば
以
、
兒
童
こ
ど
も
（
男
の
子
も
女
の
子
も
）
が
參
加
し
は
じ
め
た
。
こ
の
結
果
、
乞
巧
は
女
の
手
の
上

か
ら
、
男
の
子
は
學
問
、
女
の
子
は
手
の
上

を
る
行
事
へ
と
、
そ
の
重
點
が
移
っ
て
い
く
。
ま
た
下
句
に
對
し
て
、
「
裁
	が
上
手
に
な
る
よ
う
に
な
ど
の
願
い
を
こ
め
て
梶
の
な
ど
に
書
き
、
針
に
し
た
五
色
の
絲
を
竹
竿
の
先
に
か
け
た
り
す
る
こ
と
」
と
す
る
が
、
梶
の
云
々
は
日
本
で
の
風
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
代
の
中
國
に
は
な
い
。
「
願
絲
」
と
は
、
本
來
、
桑
蠶
・
機
織
り
の
、
織
女
星
に
供
さ
れ
た
綵 い
ろ絲 い
ろに
由
來
す
る
ら
し
く
、
柳
宗
元
の
「
乞
巧
文
」
に
見
え
る
「
竹
を
し
て
綏 す
い
（

り
ひ
も
）
を
垂
る
」
の
句
こ
そ
、
「
竹
竿
…
…
」
の
句
の
實
態
を
寫
す
る
も
の
、
と
見
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、『
荊
楚
時
記
』
中
の
「
穿
七
孔
鍼
」
は
、「
七
つ
の
孔 あ
なに
鍼 は
りを
穿 う
がち
」
で
は
な
く
、「
七 し
ち
孔 こ
う鍼 し
ん
（
七
本
の
鍼 は
り。
孔
は
量
詞
）
に
穿
ち
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
。
●
二
二
一
番
白
居
易
「
王
十
八
の
…
…
仙
寺
に
寄
題
す
」
こ
の
寄
題
は
、
「
そ
の
地
に
行
か
ず
に
題
詠
す
る
こ
と
」
で
は
な
く
、

方
か
ら
詩
を
人
に
託
し
て
寄 お
くり
、
題 か
き
つ
け
て
も
ら
う
意
で
あ
る
。
仙
寺
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
略
な
が
ほ
し
い
。
●
二
二
二
番
白
居
易
「
盧
侍
御
と
崔
事
と
…
…
」
「
楚
思
眇
茫
雲
水
冷
、
聲
 脆
管
弦
秋
」
こ
の
「
楚
思
」
は
「
楚
（
湖
北
・
湖
南
省
一
帶
）
の
地
で
の
も
の
思
い
」
で
は
不
充
分
。
「
い
わ
れ
な
き
處
罰
を
受
け
て
楚
の
地
を
左
!さ
れ
て
ゆ
く
私
の
憂
思
う
れ
い」
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
讒
言
さ
れ
て
を
"放
さ
れ
た
楚
客
屈
原
に
、
わ
が
身
の
境
#
を
な
ぞ
ら
え
た
も
の
。
菅
野
は
、
引
用
す
る
『
集
註
』
を
充
分
理
解
し
て
い
な
い
。
ま
た
「
聲
」
を
「
秋
風
や
蟲
な
ど
の
聲
」
と
す
る

も
不
充
分
。
こ
こ
で
は
單
に
「
秋
聲
」
（

あ
きの
悲
し
い
聲 ひび
き）
だ
け
で
な
く
、
淒
涼
・
悲
壯
な
$べ
を
も
つ
と
さ
れ
る
「

$」
の
意
も
%ね
て
い
る
。
さ
ら
に
「
 
せ
い脆 ぜ
い」
を
「
 
す
ん
で
柔 、
ら 、
か 、
な 、
聲
の
形
容
」
と
す
る
が
、
傍
點
部
は
不
&切
。
お
そ
ら
く
「
脆 も
ろい
」
と
い
う
訓
に
引
き
ず
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
脆
は
「
す
っ
き
り
と
齒
切
れ
の
よ
い
」
意
。
つ
ま
り
 脆
は
一
種
の
'義
語
と
し
て
、
(聲
が
)え
て
*く
こ
と
を
い
う
。
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
158
ち
な
み
に
、
菅
野
は
、
眇
茫
・
脆
を
そ
れ
ぞ
れ
上
の
二
字
「
楚
思
」「
聲
」
の
語
と
し
て
し
か
捉
え
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
こ
は
、
句
の
語
が
後
句
の
副
詞
を
ね
る
、
廣
義
の
語
式
を
な
す
特
殊
な
表
現
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
楚
思
眇
茫
た
り
」
と
「
眇
茫
と
し
て
雲
水
冷 すさ
まじ
」、「
聲
脆
た
り
」
と
「
脆
と
し
て
管
弦
秋
な
り
」
の
二
意
を
表
し
た
も
の
、
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
ー
リ
ー
『
白
樂
天
』
（

	

樹
譯
）
第
六
章
參
照
。
な
お
下

居
期
を
詳
し
た
專
論
に
、
村
弘
「
白
居
易
の
下

居
」（『
學
林
』
十
八
號
、
一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。
（
２
）
京
府
立
大
學
學
報
『
人
文
』
三
十
六
號
、
一
九
八
四
年
收
。
（
３
）
日
本
放
出
版
協
會
、
一
九
八
九
年
。
（
４
）
本
詩
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
白
氏
の
作
に
、
「
悟
眞
寺
（
田
縣
東
南
の
王
順
山
中
の
寺
）
に
ぶ
詩
」（
卷
六
）
が
あ
る
。
（
５
）
『
陝
西
省
地
圖
冊
』（
西
安
地
圖
出
版
、
一
九
八
七
年
）
渭
南
市
の
條
參
照
。
（
６
）
太
田
男
『
白
樂
天
』（
集


、
一
九
八
三
年
）
に
、「
京
兆
府
の
西
、
渭
水
の
南
岸
に
沿
っ
た
地
」（
一
三
一
頁
）
と
す
る
の
は
り
。
（
７
）
小
學
・
新
日
本
古
典
文
學
集
19、
一
九
九
九
年
。
（
８
）
書
陵
部
本
『
私
』
參
照
。
（
９
）
朋
友
書
店
、
一
九
八
一
年
影
印
。
二
八
六
頁
。
（
10）
江
生
・
曹
廣
順

『
五
代
語
言
詞
典
』（
上

育
出
版
、
一
九
九
七
年
）
も
同
じ
。
（
11）
の
倪
 『
!子
山
集
』
卷
四
收
。
（
12）
小
樽
科
大
學
『
人
文
"究
』
六
十
八
輯
、
一
九
八
四
年
收
。
（
13）
同
『
詩
語
の
#相
詩
ノ
ー
ト
』（
"文
出
版
、
一
九
八
一
年
）
收
。
$訂
版
（
一
九
九
五
年
）
が
便
利
で
あ
る
。
（
14）
%野
&二
'『
(詩
)
*』（
武
+野
書
院
、
一
九
五
一
年
）。
菅
野
禮
行
『
和
(
,詠
集
』
も
、「
秋
と
い
う
時
-」
の
意
と
す
る
。
（
15）
尾
崎
雄
二
'ほ
か
『
(語
史
の
#問
題
』
（
京
大
學
人
文
科
學
"究
、
一
九
八
八
年
）
收
。
（
16）
岑
仲
.『
人
行
第
/（
外
三
種
）』
參
照
。
（
17）
『
中
央
"究
院
0史
語
言
"究
集
刊
』
第
九
本
、
一
九
四
七
年

收
。
の
ち
『
岑
仲
.史
學
論
文
集
』
（
中
1書
局
、
一
九
九
〇
年
）
に
再
/。
（
18）
中
1書
局
、
一
九
八
二
年
。
（
19）
岑
仲
.・
朱
金
2が
引
用
す
る
文
章
の
句
讀
と
文
字
に
は
問
題
が
あ
る
の
で
、
冀
3點
校
本
に
よ
る
。
ま
た
論
旨
の
展
開
上
、
長
め
に
引
く
。
（
20）
『
中
1文
史
論
叢
』
一
九
七
九
年
第
一
期
收
。
の
ち
同
『
白
居
易
"究
』（
陝
西
人
民
出
版
、
一
九
八
七
年
）
に
再
/。
（
21）
4
5燮
『
方
鎭
年
表
』
卷
一
や
、
郁
賢
6『
刺
史
考
』（
１
）、
卷
七
な
ど
參
照
。
（
22）

	

樹
「
白
居
易
年
譜
」
（
同
『
白
居
易
"究
』
收
）
や
、
羅
『
和
(
,詠
集
』
收
釋
補
訂
（
十
二
）（
植
木
）
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聯
添
『
白
樂
天
年
譜
』
な
ど
參
照
。
（
23）
『

書
』
卷
一
五
五
、『
新
書
』
卷
一
六
二
、
堤
留
吉
『
白
樂
天
究
』（
春
秋
、
一
九
六
九
年
）
第
六
章
（
一
五
八
頁
以
下
）、
朱
金
「『
白
氏
長
慶
集
』
人
名
箋
證
」（

）
な
ど
參
照
。
（
24）
	

・
川
『
元

究
』
收
の
「
年
譜
」
に
よ
る
。
卞
孝
萱
『
元
年
譜
』
は
、
貞
元
十
九
年
（
八
〇
三
）
～
永
貞
元
年
（
八
〇
五
）、
祕
書
省
校
書
在
任
時
の
作
と
す
る
。
（
25）
『
中
文
史
論
叢
』
第
四
十
七
輯
、
一
九
九
一
年
收
。
（
26）
『
文
學

』
一
九
九
四
年
第
四
期
收
。
（
27）
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
集
、
一
九
九
一
年
收
。
そ
の
條
に
李
建
の
む
場
を
「
修
業
坊
」
と
記
す
が
、
こ
れ
は
修
行 、
坊
の
植
。
（
28）
仕
事
の
た
め
に
來
ら
れ
な
い
元
宗
の
こ
と
を
思
い
や
る
意
。
（
29）
狩
谷
齋
『
箋
倭
名
聚
抄
』
卷
八
に
、「
促
織
・
蜻
・
蟋
蟀
、
皆
可
訓
利
利
須
。
…
…
古
保
呂
亦
利
利
須
之
一
種
耳
」
と
あ
る
（
り
點
省
略
）。
（
30）
陳
君
『

詩
續
拾
』
卷
五
五
（『

詩
補
』
下
）
收
。
（
31）
岡
村
『
白
氏
文
集
』
三
に
は
、
「
思
は
悲
し
み
の
こ
と
か
。
聲
の
聲
と
互
文
」
と
す
る
。
（
32）
「
思
」
の
字
は
宋
版
に
よ
る
。
波
本
等
は
「
戀
」
に
作
る
。「
鳥
思
」
の
語
は
、
よ
り
古
く
南
齊
の
王
 「
別
蕭
!議
詩
」
に
「
年
深
北
岫
時
、
鳥
思
南
國
園
」
と
あ
り
、
梁
の
江
淹
「
悼
室
人
詩
十
首
」
其
一
に
「
"
#
$未
空
、
%深
鳥
思
時
」
な
ど
と
あ
る
。
（
33）
『
&文
聚
』
卷
三
、
'時
上
、
秋
。
（
34）
陸
機
「
從
兄
の
車
騎
（
將
軍
陸
士
光
）
に
(る
」
詩
（
『
文
)』
卷
二
四
）
に
、「
思 、
鳥 、
有
悲
*」
と
い
う
似
し
た
表
現
も
あ
る
。
（
35）
筑
+書

、
中
國
詩
文
)、
一
九
七
三
年
。
（
36）
巴
蜀
書
、
一
九
九
〇
年
。
（
37）
松
浦
友
久

,『
-詩
の
事
典
』
（
大
修
.書
店
、
一
九
九
九
年
）
六
六
八
頁
參
照
。
（
38）
/懿
行
『
爾
0義
疏
』
下
之
三
、
釋
蟲
の
條
參
照
。
（
39）
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
四
集
、
一
九
九
五
年
收
。
（
40）
『
群
馬
大
學
紀
1』（
人
文
會
科
學
）
二
一
號
、
一
九
七
二
年
。
（
41）
中
澤
希
男
「
文
鏡
祕
府
論
校
勘
記
」
二
（
『
群
馬
大
學
紀
1
人
文
科
學
篇
』
第
十
四
卷
一
號
、
一
九
六
五
年
）
に
も
、
嫩
を
嬾
に
る
例
を
指
摘
す
る
。
わ
が
『
經
國
集
』
の
な
か
に
も
同
じ
例
の
あ
る
こ
と
、
小
島
2之
『
國
風
暗
3時
代
の
文
學
中
（
下
）
Ⅰ
』
（
塙
書

、
一
九
八
五
年
。
二
二
三
六
～
七
頁
）
參
照
。
な
お
本
條
、
お
よ
び
本
文
に
引
く
中
澤
論
文
は
、
稿
の
な
か
で
は
ま
だ
指
摘
し
て
い
な
い
。
（
42）
4閣
文
庫

5『
管
見
抄
』
第
十
冊
に
も
、
「
李
廿
二
6客
」
に
作
る
。
7料
を
補
っ
て
お
く
。
（
43）
大
修
.書
店
、
一
九
九
七
年
。
（
補
１
）
日
本
大
學
文
理
學
部
人
文
科
學
究
『
究
紀
1』
第
五
六
號
、
一
九
九
八
年
收
。
（
補
２
）
岡
村
『
白
氏
文
集
』
三
も
、
筆
8と
同
意
見
。
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
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